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するが，ろう中にA1 3Ti と TiOを形成してろうを硬くするために，接合強度を低くする乙とを示してい
る。























(5) アルミニウムーチタン 2 元合金ろうを使った場合，チタンは界面反応に大きく関与してワイフザル係数
を高くするが，ろう中に存在する A13 Ti と TiOがろうを脆化して接合強度を低くする乙とを明らか
にしている。
(6) アルミニウムに少量のチタンとけい素を含有させた 3 元合金ろうは窒化けい素セラミックスの高強度
接合体を作る信頼性のある優れたろう材であるととを確かめている。
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以上のように，本論文は，窒化けい素セラミックスをアノレミニウムろうを使って接合した場合の界面構
造と接合強度について研究し，信頼性のある接合のために適切なアルミニウムろうを材料学的な観点から
開発したもので，接合界面についての学術の発展ならびにセラミックスの接合技術の進展に貢献すると乙
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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